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「種
蒔
く
人
」
と
し
て

学
び
続
け
る

研
究
が
で
き
る
。
２
０
１
５
年
４
月
１
日
、
茨
城

県
立
牛
久
高
校
の
校
長
室
で
、
大
き
な
机
と
本
棚
を

前
に
私
は
そ
う
思
っ
た
。
そ
し
て
、
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
」
「次
期
学
習
指
導
要
領
」
「
一
つ
の
新

テ
ス
ト
」
の
研
究
を
始
め
た
。

茨
城
県
教
育
庁
高
校
教
育
課
で
の
経
験
、
取
手
松

陽
高
校

・
水
戸
第

一
高
校
で
の
教
頭
経
験
は
た
い
へ

ん
勉
強
に
な
っ
た
が
、
自
ら
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
研

究
す
る
こ
と
は
十
分
で
き
な
か

っ
た
。
校
長
に
な

り
、
研
究
す
る
時
間
と
場
所
が
生
ま
れ
、
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
立

っ
た
自
分
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ア
ク
テ
ィ
ブ

・
ラ
ー

ニ
ン
グ

ま
ず
、
資
料
の
収
集
を
始
め
た
。
校
長
室
の
本
棚

は
関
係
書
籍

。
資
料
で
埋
め
ら
れ
て
い
つ
た
。
そ
し

て
、
学
校
外
で
の
イ
ン
プ

ツ
ト
に
努
め
た
。
と
く

に
、
東
京
で
の
ア
ク
テ
ィ
ブ

・
ラ
ー
ニ
ン
グ

（以
下

Ａ
Ｌ
）
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
に
頻
繁
に
参
加
す
る
こ

と
に
よ
り
、
私
自
身
が
、
ア
ク
テ
イ
ブ
ラ
ー
ナ
ー

（能
動
的
学
習
者
）
に
覚
醒
し
た
。
ま
た
、
コ
一
つ
の

新
テ
ス
ト
」
に
つ
い
て
は
、
当
時
文
部
科
学
省
で
開

催
さ
れ
て
い
た
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議
の
傍

聴
を
申
し
込
み
、
三
度
文
部
科
学
省
に
行

っ
た
。

現
任
校
に
異
動
し
た
２
０
１
６
年
に
は
、
Ａ
Ｌ
に

関
し
て

「
Ａ
Ｌ
指
数
」
と

「
Ｒ
８０
」
を
考
案
し
た
。

「
Ａ
Ｌ
指
数
」
と
は
Ａ
Ｌ
の
実
施
率
を
示
す
も
の
で
、

５０
分
授
業
で
Ａ
Ｌ
が
１０
分
間
の
と
き
は

「
Ａ
Ｌ
２０
」

と
な
る
。
こ
れ
は
、
自
ら
の
授
業
を

「
メ
タ
認
知
」

す
る
指
標
と
し
て
考
案
し
た
。

「
Ｒ
８０
」
の
Ｒ
は
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン

（振
り
返

り
）
と
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

（再
構
築
）
の
Ｒ
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
授
業
の
最
後
に
内
容
を
振
り
返

っ
て
再
構
築
し
、

８０
字
以
内

で
書
く
と

い
う
も

の

で
、
必
ず
２
文
で
書
き
、
接
続
詞
で
結
ぶ
と
い
う
の

が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の

「
Ｒ
８０
」
は
、
冒
心
考
力

・

判
断
力

・
表
現
力
」
と
と
も
に

「論
理
力
」
を
育
成

す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
Ａ
Ｌ
を
学
力
向
上
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
指
し
て
考
案
し
た
。
　
　
　
　
　
　
ヽ

さ
ら
に
、
２
０
１
７
年
１
月
に
は

「
Ｔ
Ｏ
学
習
」

を
考
案
し
た
。
Ｔ
Ｏ
は
↓
８
３
一“
∞
ｏ
諄
の
あ

（他
の

人
に
教
え
る
）
の
頭
文
字
で
、
学
年
を
越
え
た

「縦

割
り
の
学
び
合
い
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
Ａ
Ｌ
を
深

い
学
び
に
深
化
さ
せ
る
た
め
に
考
案
し
た
も
の
で
、

現
在
本
校
で
少
し
ず
つ
実
践
を
積
み
重
ね
て
い
る
。

校
長
に
な
っ
て
購
入
し
た
研
究
関
連
書
籍
は
１
０

０
冊
を
超
え
た
。
現
在
も
、
頻
繁
に
東
京
で
の
各
種

セ
ミ
ナ
ー

・
講
演
会
に
出
か
け
て
い
る
。
私
は
、
校

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ツ
プ
の
基
盤
は
、
「
学
び
続
け
る

自
分
の
背
中
」
を
見
せ
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

種
蒔
く
人

最
初
の
校
長
赴
任
校
で
あ
る
牛
久
高
校

（
１
年

間
）
で
Ａ
Ｌ
の
種
を
蒔

い
た
。
そ
の
種
は
、
先
生

方

・
生
徒
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
今
、
見
事
な
花
を

咲
か
せ
て
い
る
。
本
校
で
も
、
Ａ
Ｌ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ｃ

Ｍ

（カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
な
ど
の
種

を
蒔
い
て
い
る
。
さ
ら
に
Ａ
Ｌ
に
つ
い
て
は
、
全
国

に
種
を
蒔
く
機
会
を
得
て
い
る
。

昨
年
度
と
今
年
度
の
２
年
間
、
全
国
高
等
学
校
長

協
会
の
教
育
課
程
研
究
委
員
長
と
し
て
、
Ａ
Ｌ
等
に
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関
す
る
全
国
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
分
析
結
果
を
東

京
で
の
研
究
協
議
会
や

『会
報
』
で
発
表
し
て
い

る
。
ま
た
、
各
地
の
学
校

・
校
長
会
等
に
呼
ば
れ
て

Ａ
Ｌ
研
修
会
の
講
師
を
務
め
て
い
る
。
２
時
間
の
研

修
会
で
は
、
４
人
の
グ
ル
ー
プ
席
で
途
中
５
種
類
程

度
の
ワ
ー
ク
を
入
れ
、
Ａ
Ｌ
を
実
際
に
体
験
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
校
で
の
教
員
研
修

会
講
師
や
、
全
校
生
徒
向
け
の

「
Ａ
Ｌ
セ
ミ
ナ
ー
」

も
実
施
済
み
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
２
０
１
５
年
４
月
に
校
長
と
な

り
、
研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
私
は
、
と
く
に
Ａ
Ｌ

の
分
野
で
、
「種
蒔
く
人
」
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
。

校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ツ
プ
と
し
て
、
「種
蒔
く
人
」

と
し
て
行
動
す
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
自
ら
が
蒔

い
た
種
が
花
開
く
の
を
見
る
の
は
、
た
い
へ
ん
嬉
し

い
も
の
で
あ
る
。
で
き
れ
ば
、
得
意
分
野
の
プ
ロ
フ

ェ
ツ
シ
ョ
ナ
ル
に
な
り
、
自
校
以
外
に
も
種
を
蒔
く

こ
と
が
で
き
る
と
よ
い
。

並
木
ド

リ
ー
ム

私
は
、
牛
久
高
校
時
代
に
校
長
通
信

「牛
久
ド
リ

ー
ム
」
を
発
行
し
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（以
下
Ｈ

Ｐ
）
に
掲
載
し
て
い
た
。
Ａ
４
判
１
枚
で
下
約
半
分

は
写
真
で
あ
る
。
学
校
行
事
等
の
内
容
を
中
心
に
書

き
、
１
年
間
で
１
６
８
号
発
行
し
た
。

並
木
中
等
教
育
学
校
に
異
動
し
、
２
０
１
６
年
４

月
６
日
か
ら
校
長
通
信

「並
木
ド
リ
ー
ム
」
を
発
行

し
て
い
る
。
２
０
１
６
年
度
は
１
年
間
で
２
０
０
号

発
行
し
た
。
Ｈ
Ｐ
掲
載
と
校
内
掲
示
だ
け
で
な
く
、

関
係
し
た
先
生
方
に
も
配
付
し
、
そ
の
功
績
を
讃
え

る
よ
う
に
し
て
い
る
。
コ
並
木
ド
リ
ー
ム
』
は
誰
に

対
し
て
書
い
て
い
る
の
で
す
か
」
と
聞
か
れ
た
こ
と

が
あ
る
。
私
は

「皆
さ
ん
」
と
答
え
た
。
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
た
ち
、
保
護
者
の
方
、

先
生
方
、
地
域
の
方
、
全
国
の
校
長
先
生
方
等

へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
っ
て
い
る
。

校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ツ
プ
に
は
、
コ
塁
か
な
情
報

発
信
力
」
を
持

つ
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
私
は
、

「
並
木
ド
リ
ー
ム
」
と
い
う
公
式
な
も
の
以
外
に
、

茨
城
県
内
の
校
長
先
生

・
教
頭
先
生
方
の
希
望
者
に

「中
島
通
信
」
を
配
信
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
っ
て
全
国
各
地
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ナ
ー
と
も

つ
な
が
っ
て
い
る
。

＊

校
長
に
な
り
、
約
３
年
が
経
過
し
た
。
現
在
５８
歳

で
あ
る
。
こ
の
３
年
間
で
、
私
自
身
が
Ａ
Ｌ
に
よ

っ

て
覚
醒
し
た
。
Ａ
Ｌ
研
修
会
で
は
、
ま
と
め
と
し
て

以
下
の
五
点
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
は

「①
Ａ
Ｌ
が

授
業
を
か
え
る
／
②
Ａ
Ｌ
が
生
徒
を
か
え
る
／
③
Ａ

Ｌ
で
学
力
向
上
／
④
そ
し
て
、
Ａ
Ｌ
で
先
生
方
が
か

わ
る
／
⑤
さ
ら
に
、
Ａ
Ｌ
で
幸
せ
に
な
る
」
で
あ

る
。
Ａ
Ｌ
の
目
的
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ナ
ー
を
育

成
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ナ
ー
に
な

る
と
、
毎
日
が
明
る
く
充
実
し

「
幸
せ
」
に
な
れ

Ｚの
。校

長
は
、
自
分
自
身
が
明
る
く
充
実
し
た
毎
日
を

送
り
、
周
り
か
ら
、
あ
の
校
長
の
も
と
で
仕
事
を
し

た
い
、
学
び
た
い
と
い
う
思
い
を
抱
い
て
も
ら
う
こ

と
も
大
切
だ
と
思
う
。

私
は
、
自
校
の
発
展
と
と
も
に
、
「
日
本
の
教
育

の
未
来
」
の
た
め
に
、
も
う
少
し
走
り
続
け
よ
う
と

思
う
。

２０
年
後
に
日
本
の
教
育
を
振
り
返

っ
た
と
き
、

「
あ
の
時
が
分
岐
点
だ

っ
た
」
と
言
わ
れ
る
で
あ
ろ

う
と
こ
ろ
に
、
今
私
た
ち
は
立
っ
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
時
期
に
教
育
に
携
わ
れ
る

「幸

せ
」
を
感
じ
な
が
ら
、
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

中「学び続ける自分の背中」

を見せる。

熱「種蒔く人」として行動

する。

~‐

「豊かな情報発信力」を

持つ。
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